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   令和８年度 東京都立三田高等学校 学校経営計画   

目

指

す 

学

校

像 

【教育目標】 

国際化や情報化が急速に展開を遂げた知識基盤の中で、「新たな価値を創造する力」が必要とされている。総合的な人格の陶冶の基、新しい時代の

課題解決に対応し、社会貢献できるよう以下の人材育成を目指す。 

１ 幅広くしなやかな知性と潤い豊かな感性をもつ教養人 

２ 自主・創造の意欲と忍耐力・協調性との調和のとれた高い徳性をもつ指導者 

３ 自己を厳しく律しつつ、常に進取の気概をもって社会貢献できる開拓者 

【教育方針】 

１ 問題・課題の発見から解決に到る主体的な学びを通し、真の個性・独創性に資する質の高い学力を育む。 

２ 体験活動、集団活動を通して、自主・自律の心、集団や社会の一員として自覚をもち、進んで社会に貢献しようとする精神を育成する。 

３ キャリア教育を通して自己理解を促し、チャレンジ精神や進路実現に必要な資質能力を育む。 

４ 国際理解教育を推進するとともに、我が国の伝統・文化に対する理解を促し、真の国際人・教養人を育成する。 

【目指すべき生徒像の将来像】 

１ グローバル社会の中で、多様な価値観をもった人々と英語をツールとして、協働して課題解決に当たれる人材 

２ 高い志を有した教養人・指導者・開拓者として、仲間と協働し、ゼロから納得解を創造できる人材 

３ Plan（計画）・ Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）の各能力、且つ、言語能力を持ち合わせ、社会で自立して生きていける人材 

４ 専門性を有し、ＡＩ時代を生き残ることのできる人材 

５ ＡＩにない読解力と調整力を有した人材 

６ 心身ともにタフな人材 

【スクール・ミッション】 

国際化や情報化が急速に展開を遂げた知識基盤社会の中で、「新たな価値を創造する力」が必要とされており、新しい時代の課題解決に対応し、社

会貢献できる人材の育成を目指して、国際理解教育を推進し、多読やディベート等の英語学習に力を入れた教育活動を通じて、国際社会に貢献する

教養人、指導者、開拓者を育成します。 

【スクール・ポリシー】 

●グラデュエーション・ポリシー 

全ての教科・科目に取り組み、特別活動や道徳・総合的な探究の時間を通して、自分の専門性を高め、仲間と強調・協力して新たな価値を生み出

す「創造力」を育てます。 

●カリキュラム・ポリシー 

幅広い知識と教養を身に付け、多様な価値観をもった仲間と協働し、ゼロから納得解を創造する態度を養い、生徒一人一人の高い志に根ざした進

路希望を実現できるように教育活動を展開します。 

●アドミッション・ポリシー 

国際理解に関わる事柄に強い関心をもち、国際社会で活躍する指導者としての資質や能力を身に付けるべく、高い志をもって主体的に学び、率先し

て他者との協働的な取組を実践して、自らの進路を切り拓いていく生徒を求めます。 

【本校の期待する生徒の姿】 

 本校は、「教養・探究・立志そして世界へ」のスローガンの下、主体的な学びを通して、自ら考え課題解決を図り、イノベーターとしてすすんで国

際社会に貢献できる人間の育成を目標に掲げ、多彩な人材を送り出しています。また、海外との交流の機会を多く確保し、海外帰国生徒・留学生の

受け入れ・送り出し等を行い、国際理解教育推進に力を入れています。そこで、次のような生徒を期待します。 

 １ しっかりした家庭学習の習慣が身についており、大学進学への強い意志を持ち、積極的に授業に取り組む生徒 

 ２ 学業成績優秀であり、総合的な学習の時間等においても、高い課題意識と意欲をもって探究をはじめとした様々な活動に取り組み、入学後も

その維持・向上が期待できる生徒 

 ３ 部活動や生徒会・委員会活動、ボランティア活動等に自主的に取り組み、入学後も継続して活動が期待できる生徒 

 ４ 国際理解に関わる事柄について、強い興味・関心をもって、入学後も意欲的に学習する意志のある生徒 

【育成すべき資質・能力】 

 全ての教科・科目に取り組み、特別活動や道徳・総合的な探究の時間を通して、自分の専門性を高め、仲間と強調・協力して新たな価値を生み出

す「創造力」を育成する。 

 人間力・感性、幅広い教養、コミュニケーション能力・協働性、基本的な学力、課題発見解決力、主体的な学び、協働する力 
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Ⅰ 

学 

習 

指 

導 

中期的目標と方策 

１ 授業改善：教科マネジメントを充実させ、組織的・計画的に主体的・対話的で深い学びを実現する授業を実践する。 

２ 指導力向上：ルーブリックに基づく適切な指導と評価の改善を図り、生徒の習熟の程度や学習状況に応じた指導を行う。 

３ 社会生活におけるＤＸ化に対応した教育の推進：東京都教育施策大綱（R7.3.)、東京都教育ビジョン（第5次）（R6.3.）、「2050

東京戦略」(R7.3.)、都立高校の魅力向上に向けた実行プログラム＜令和6年更新版＞」等に基づくICT,一人１台端末、生成

AIの積極的な活用を図る。 

４ 国際理解教育の推進：英語４技能５領域の着実な定着、第二外国語の学びの機会拡充 

５ 探究活動の発展：「総合的な探究の時間」１年２単位、２年１単位における到達目標の明確化と指導内容の改善・充実を図る。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① 基礎基本の定着を図ると共に、「主体的・対話的で深い学び」につながるｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗー

ﾆﾝｸ゙ の授業を推進し、学習内容に応じてﾍ゚ ｱ･ﾜー ｸ、ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ･ﾜー ｸ、探究型、課題解決型、

反転学習等の手法を積極的に取り入れた授業を実践する。 

② 本校のｸ゙ ﾗﾝﾄ ﾃ゙ ｻ゙ﾞｲﾝのﾙー ﾌ゙ ﾘｯｸに基づき、各教科科目別ﾙ ﾌー ﾘ゙ｯｸや Can-Do Listを作

成し、観点別評価に基づく指導と評価の一体化を図る。 

③ 「わかる授業」を合言葉に、毎時間の授業では授業の始めに「本時のねらい」を明示

し、授業の終わりに「本時の振り返り」を行う。ＤＸﾊｲｽｸー ﾙとして、ICT等の視聴覚

教材の活用や、生徒一人１台端末の利活用（Teams, Forms, OneNote、Classi NOTE

等）を積極的に図る。生成ＡＩを活用した取組にも積極的に挑戦する。 

④ 授業研鑽月間や校内外研修・教科主任会、教科会、模試結果分析会等において、指導

内容・方法や評価等について研修を行い、組織的計画的に教科指導力を向上させる。 

⑤ 年間授業計画に学習到達目標を明記するとともに評価計画を提示し、指導成果の検

証、「授業評価アンケート」「学校評価アンケート」の結果を踏まえ、指導を改善する。 

⑥ 文理を問わず幅広い進路選択につながる英語力の向上を図る。４技能５領域のバラ

ンスの取れた授業を実施する。 

⑦ 探究活動において、「【TIPS-Type 4】探究的な学び推進事業」の下、１年次プレ探

究、２年次プレゼンテーション及び論文執筆へのサポート等計画的に実践する。 

⑧ 図書館の開館時間を有効に活用し、読書への関心を高め、授業での活用、生徒の自

学自習の時間と場所を保障する。 

○学校評価アンケートで「学習指

導に満足している」90％以上 

〇「学習指導の教材や指導の工夫

がなされている」85％ 

○ICT等の利活用 80%以上 

 

主な推進所管・担当 

各教科（特に英語科）、各学年、 

教務部、国際教育イノベーター 

推進部、図書館、 

 

 

 

Ⅱ 

進 

路 

指 

導 

中期的目標と方策 

１ 主体的な進路活動の促進： 

  ３年間を見通した進路活動計画の下、適時適切な情報提供やデータ分析結果のフィードバック等を行うことにより、生徒の主

体的で適切な進路選択に向けた指導を推進する。 

２ 組織的な進路指導体制の確立： 

  進路指導部・学年・教科が連携し、多様な背景と進路希望を有する生徒に応じた適切な指導を組織的に行うことにより、進路

希望の実現を図る。 

３ 進学指導の改善・充実（進学指導推進校としての取組）： 

進学指導訪問・研究授業等の機会やデータ分析結果を活用して、各教科における学習指導を改善することにより、進学実績の

向上を図る。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① 生徒のﾆｰｽﾞや大学入試、高大接続教育等に応じたｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、進路説明会等

を実施し、３年間を見通した組織的・計画的な進路指導体制を構築する。 

② 進学実績ﾃﾞｰﾀの整理・分析や、業者及び進路学年教科担当による「模試結果

分析会」の実施を通して、組織的な進学指導を徹底する。 

③ 模試結果分析会で得られたデータ分析をもとに、各学年では、生徒への模試

の振り返りを実施し、模試の効果的な活用方法に繋げる。 

④ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵや模試分析ｼｽﾃﾑを活用し、生徒保護者のﾆｰｽﾞに応じた面接指導を実

施する。全学年原則年1回全員、三者（担任・生徒・保護者）面談を行う。 

⑤ 進路指導部・学年・教科が連携し、総合型・学校推薦型選抜、一般選抜に対

応する講習等の進学指導を組織的・計画的に実施する。 

⑥ 東京都教育委員会からの情報を活用し、海外大学進学指導体制を構築する。 

⑦ 海外帰国生徒等多様な背景を有する生徒の進路指導に係る個別指導、日本語

学習支援、面談等適切に対応する。 

⑧ 教師版「進路の手引き」を活用する。生徒版「進路の手引き」の作成に着手

する。 

○「進路指導・キャリア教育が

充実している」90%以上 

○「模試の振り返り等効果的な

活用をしている」80%以上 

○難関国立大学、国公立大学現

役合格50名以上 

〇早慶上理ICU現役合格120名

以上 

 

主な推進所管・担当 

進路指導部、各学年、各教科 
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Ⅲ 

生 

活 

指 

導 

中期的目標と方策 

１ 「時を守り、場を清め、礼を正す」指導の励行：挨拶や身だしなみ等の基本的生活習慣やマナーを身に付け、時間厳守やチャ

イム着席を始めとする授業規律や登下校や制服着用等のﾙー ﾙを遵守する等、規範意識の向上を図る。 

２ いじめのない学校づくり：生徒指導提要(R.4.12.)や「ﾁｬﾚﾝｼ ｻ゙ﾎ゚ ｰﾄﾌ ﾗ゚ﾝ」(R.6.10.)等を踏まえ、生命の大切さや人権尊重に

ついての指導を通して、いじめの未然防止に努めるとともに、組織的に早期発見・早期対応できる体制を維持する。 

３ 事件・事故防止の徹底：長期休業中の事件・事故や、登下校時や部活動中の事故防止に向けた指導を、組織的・計画的に実施

する。 

４ 環境意識の向上と校内美化の強化：様々な教育活動を通して環境への意識を高めるとともに、清掃美化活動を強化し、快適な

学習環境を整備する。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 
① 「三田高校生活指導統一基準」を基本に、挨拶励行を奨励し、制服の正し

い着用やﾏﾅｰについて指導する。授業規律を徹底させ、理由のない遅刻につ

いては指導する。 

② いじめや生命に関わる事故を未然に防ぐため、「SNS三田高ルール」を徹底

し、相手を思いやる行動を考えさせる。生命に係る講話の実施、特別支援ｺ

ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（ＳＣ）の連携強化を図るとともに、人権尊重教育

を継続的に推進する。第1学年のＳＣとの全員面接を複数日で実施する。 

③ 生徒指導提要や「ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾗﾝ」等を踏まえ、不登校等の未然防止、早

期支援を図る。 

④ セーフティ教室、薬物乱用防止教室、長期休業前の生活指導を確実に行い、

事件・事故の未然防止に努める。 

⑤ 基本的な感染症対策の継続と校内環境美化活動を強化する。 

○いじめ件数ゼロ 

○生命に関わる事故ゼロ 

○１日当たりクラス平均遅刻人

数 1名以下 

○学校評価アンケート「基本的生

活習慣」80％以上「規範意識」90％

以上「品位ある行動」90％以上 

主な推進所管・担当 

生活指導部、各学年、全教員 

 

 

Ⅳ 
特
別
活
動
・
部
活
動
・
健
康
づ
く
り 

中期的目標と方策 

 

１ 学校行事の改善・充実： 

体育祭や文化祭（全学年）、修学旅行（2年）、合唱コンクール（1，2年）等の多様な学校行事を通して、平素の学習活動の成

果を活かすとともに、自主的・主体的な実践力や協働する力等を高め、規律ある学校生活を充実させる。 

２ 部活動の振興： 

生徒の自主的、自発的な参加によりスポーツや文化等に親しむ活動として、地域行事への貢献等、地域との連携を図りながら、

部活動の振興を図る。 

３ 儀式的行事の適正な実施： 

学校生活に有意義な変化や折り目を付け、新しい生活に向けた希望・意欲を新たにもちながら厳粛な中で規律ある態度で臨む

など、儀式の意義を踏まえた指導を適切に行い、儀式的行事を適正に実施する。 

４ 体力向上・健康づくりの取組： 

「TOKYO ACTIVE PLAN for students」（令和4年3月策定）等を参考とした生徒の体力向上に関する取組を行う。体育の授業

や体育的行事、部活動を通して、運動意欲や体力、基礎的な運動能力、競技力の向上を図るとともに、安全管理や食育、ﾒﾝﾀﾙ

ﾍﾙｽに配慮した、心身の健康づくりを推進する。 

 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① 学校行事や部活動等の特別活動において、本校独自の生徒主体で創り上げ

る活動の充実と活動成果の向上を図る。 

② 部活動中の事故を防止するため、「部活動に関する活動指針」に基づく指導

を強化するとともに、各部活動において事故防止対策を継続して徹底する。 

③ 部活動指導者や部員同士の協働・協力を重視し、競技成績や発表会等の成

果、参加者の満足度を向上させる。 

④ 保健体育科の授業や体育的行事、部活動等において、指導目標に即した教

育活動を行うことにより、体力向上及び心身の健康維持・増進を図る。 

⑤ 入学者の男女比率等を鑑みながら、行事等については、工夫と精選を行う。 

○「三大学校行事（体育祭・文化

祭・合唱ｺﾝﾝｸｰﾙ）の満足度」90%

以上 

○都大会入賞レベル以上の成績

２部活動以上 

○体力テストの全項目で東京都

の平均以上 

主な推進所管・担当 

生活指導部、各学年、保健体育科、 

各部活動顧問  
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Ⅴ 

教 

育 

課 

題 

中期的目標と方策 

１ ＤＸハイスクールとしての取組：文部科学省指定の３か年事業として、本校のＤＸ化を推進する。 

２ ユネスコスクール、Global Education Network School Premier 20指定校としての取組の推進：「東京ｸ゙ ﾛ ﾊー ﾙ゙人材育成計画 

‘20」(H30.2.)及び「東京ｸ ﾛ゙ ﾊーﾞﾙ人材育成指針」(R4.3.)を踏まえ、本校独自の国際理解教育の更なる推進を図る。その基盤と 

なる英語力の一層の向上と国内外の課題を解決する創造力・論理的思考力を育成しｸﾞﾛー ﾊ゙ ﾙ人材の輩出を図る。 

３ 防災教育の推進： 

  地域と連携した防災訓練・避難訓練・防災講話の実施や、保健授業における「災害の発生と安全・健康」に係る指導を通して、

自助・共助・公助を踏まえた防災教育を推進する。 

４ 多様なニーズﾞへの対応： 

  海外帰国生徒を始めとする特別な支援が必要な生徒への学習指導・生活指導・進路指導における支援態勢の充実を図る。 

５ 地域貢献の推進： 

  教育内容の地域発信、近隣小中学校私立高校やインター校との教育交流、学校開放事業等を通して、地域連携を重視した地域

貢献を推進する。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① ＡＩに関する三田高校活用ルールを策定する。ＡＩの効果的活用に向けて、

教職員及び生徒それぞれを対象とした専門家等による講演会を実施する。 

② 三田ＥＳＳＰＡとして、British Council、ﾌﾞﾘﾃｨｯｼｭ・ﾋﾙｽﾞ、ＴＧＧ，ﾎﾞｽﾄ

ﾝｱｶﾃﾞﾐｯｸﾂｱｰの実施に向け、各内容の更なる充実を図る。姉妹校等の学校交

流・生徒交流を計画的・組織的に行い、その成果を検証する。 

③ ﾕﾈｽｺ委員会等によるｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催等、生徒主体の行事を複数回実施する。 

④ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を向上させるため、第２学年でのｵﾝﾗｲﾝ英会話や英検等

を活用し、成果検証・分析を踏まえ改善を行う。 

⑤ 一時滞在施設としての役割を果たせるよう、地域や消防署等の外部機関と

連携した実践的な防災訓練及び避難訓練を実施する。危機管理マニュアル

の見直しを図る。 

⑥ ICT（SNS）を活用し、災害時等の情報発信を迅速かつ確実に行う。 

⑦ 海外帰国生徒等、異なるバックグラウンドをもつ生徒の課題を整理し、必

要に応じた学習支援（日本語指導）及び進路指導を行う。 

⑧ ｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾃﾆｽｺｰﾄの学校施設開放事業を計画どおり実施する。 

〇「世界に向けて視野を広げる教

育に満足している」90％以上 

〇「学校入学満足度」90%以上 

〇姉妹校等との学校交流・生徒交

流３回以上 

〇英検1級合格3名以上、準１

級合格150名以上 

主な推進所管・担当 

国際教育イノベーター推進部、英

語科、保健体育科、防災教育推進

委員会、生活指導部、各学年、国

語科（日本語科）、教務部、ＤＸ推

進チーム、経営企画室 

 

 

Ⅵ 

募
集
・
広
報
活
動 

中期的目標と方策 

１ 広報媒体の積極的な活用：ホームページ等の広報媒体を積極的に活用し、本校の特徴や取組、特色ある教育活動、生徒の活躍

等の効果的な広報を推進する。 

２ 学校説明会等への組織的取組の推進：学校内外で行われる学校説明会・学校見学会に組織的・戦略的に取り組むことにより、

参加者のニーズに応える内容及び運営の充実を図る。 

３ ニーズに応じた広報戦略の実施：中学生の志望傾向の分析等を通して、令和11年度港区白金に新設される「新たな教育のス

タイル実施校（仮称）」との共存、かつ区別化・差別化を意識した広報戦略を策定・実施する。 

４ 入学者選抜の適正な実施：海外帰国生徒入選における事前相談や資格確認、問題作成業務を含め、４月生募集・９月生募集に

おいて、推薦、学力、海外帰国生徒等の各入学者選抜を適正に実施する。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① 本校の取組を広く周知するため、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新、Ｘ（旧 Twitter）の活

用、「学校案内」等の情報発信ツールの改善と積極的な活用を推進する。 

② 都の事業である令和 8年度「都立高校ＥＸＰＯ」に参加するなど、学校内

外での学校説明会等に積極的に参加する。 

③ 塾主催の外部学校見説明会等に積極的に参加し、広報活動を一層拡大する。 

④ 推薦・学力入選の倍率の維持・向上を期し、本校の良さを十二分に伝える

ために、生徒会を中心の生徒主体での学校見学会を複数回継続実施する。 

⑤ 上級学校訪問受け入れ、出前授業、生徒の母校訪問を実施する。 

⑥ 帰国入選の事前相談や資格確認を東京都教育委員会の協力の下行う。志願

者のﾆｰｽﾞや受検者のﾃﾞｰﾀ分析を行い、募集対策や入学後の指導に役立てる。 

⑦ 正門沿いの柵を有効活用し、横断幕の掲示等、生徒の日頃の成果を都民の

皆様にｱﾋﾟｰﾙする。 

⑧ PTAや同窓会と連携し、文化祭や学校説明会等の広報活動の充実を図る。 

○HP更新回数年200回以上 

○学校施設見学会・学校説明会 

参加者数4,500人以上 

○入選推薦募集倍率3.0以上 

一次募集倍率2.0以上 

主な推進所管・担当 

庶務部、教務部、国際教育イノベ

ーター推進部 
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Ⅶ 

学
校
経
営
・
組
織
体
制 

中期的目標と方策 

１ カリキュラム・マネジメントの徹底：：グランドデザインに基づき特色ある教育課程を編成・実施するために、カリキュラム・

マネジメント及びPDCAサイクルを徹底し、学習指導、進路指導、生活指導、特別活動等の教育活動の質の向上を図る。 

２ 服務事故防止：教職員が教育公務員としての高い使命感・倫理観をもって服務規律を遵守することにより、体罰や不適切な指

導、個人情報管理等に係る服務事故防止を徹底する。 

３ 経営企画室の取組：経営企画室の経営参画を推し進め、各分掌・学年・教科と相互に連携協力しながら、情報の共有化、教育

環境の整備及び教育活動の適切な計画化や予算化を図る。 

４ ライフ・ワーク・バランスの推進：「学校における働き方改革の推進に向けた実行ﾌ゚ ﾛｸ ﾗ゙ﾑ」及び「学校における働き方改革の

推進ﾌ゚ ﾗﾝ」(H30.2.)に基づき、計画的な業務進行やICTの積極的な活用、PDCAサイクルの確実な実施等による業務の効率化・

削減化・縮減化に取り組み、教職員一人ひとりのライフ・ワーク・バランスの実現を図る。 

今年度の取組目標と具体的方策 関連する数値目標 

① 各分掌・学年・教科は、組織目標の設定、中間報告、年度末総括を行い、課

題の把握と具体的な解決策について組織的に検討する。 

② 主幹会議を定期的に開催し、学校の将来を見据え、学校全体や喫緊の課題

等について、分掌の枠を超え協議し課題解決のための原案を作成する。 

③ 上記②において、「学校提案による都立高校の魅力向上プロジェクト」
について協議・検討する。また、次期学習指導要領改訂に伴う新たな教育

課程編成の検討準備期間とする。 

④ C4th、Classi等の適切な活用を推進するとともに、業務の効率化を図る。 

⑤ 服務事故防止研修やﾁｪｯｸｼｰﾄ等を活用した取組を通して、服務規律意識の向

上を図り、服務事故ｾﾞﾛを実現する。 

⑥ 職員室の環境改善（分掌・学年配置）を計画し、生徒が安心して過ごせる居

場所づくりを推進する。トイレの全面改修工事要望を東京都教育委員会に

進言する。 

⑦ 学校正門入って横の花壇を活用し「花いっぱい運動」を推進し、学校を明

るく温かい居場所となるような雰囲気づくりに取り組む。 

⑧ 経営企画室の経営参画を一層進め、全教職員との連携・対話を重視し、生

徒・保護者の視点に立った教育環境の整備、適切な会計処理、入学者選抜

の円滑な実施等を図りながら、本校のあらゆる教育活動の円滑化を積極的

に推進する。 

⑨ ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化を促進するとともに、PDCA ｻｲｸﾙを徹底し、全教職員がｺｽﾄ削減、

迅速な課題解決、業務の効率化・平準化・縮減化・削減化に取り組み、超過

勤務時間を削減する。 

⑩ 安全衛生委員会を年12回開催することにより、職場環境の改善、教職員の

ﾒﾝﾀﾙｹｱ、働き方改革等につなげる。 

○組織目標の明確化と課題解決

への取組100% 

○個別超過勤務時間の削減 

○予算執行率100％ 

〇センター予算執行率50% 

○「ﾗｲﾌ・ﾜｰｸ・ﾊﾞﾗﾝｽの実現」80% 

主な推進所管・担当 

全分掌、学年、教科、経営企画室、 

主幹会議（または将来構想検討委

員会） 

 


